
＊
【予
告
】
本
年
度
（平
成
２９
年
）
第
４‐
回
の
総
会

・
懇
親
会
は
、

１０
月
２８
日
（土
）
午
後
５
時
か
ら
の
予
定
で
す
。

新
な
ス
タ
イ
ル

をうなぐ
け としてR

2016年 10月 29日 (土)午後5時より、ハイアット0リ ージェンシー東京で開催さ

れました。出席者は会員143名、来賓 0協賛関係23名、合計166名でした。
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第
４０
回
記
念
総
会
と
い
う
こ
と
で
、
昨

年
ま
で
の
立
食
ス
タ
イ
ル
と
イ
メ
ー
ジ
を

変
え
、
総
会

・
懇
親
会
は
、
大
き
な
会
場

で
、
円
テ
ー
プ
ル
着
席
方
式
と
い
う
新
た

な
ス
タ
イ
ル
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
出
席
者
全
員
の

前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
創
立
狙
周
年
を
記
念
し
、
「東
京

旭
川
会
狙
年
の
歩
み
」
の
映
像
編

ｏ
資
料
編

が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
直
後
に
、
約
８

分
間
の
映
像
で
東
京
旭
川
会
の
「歴
史
と
今
」

を
受
付
で
お
渡
し
し
た
資
料
編
と
併
せ
見
て

い
た
だ
き
、
終
了
後
、
会
場
全
体
か
ら
大
き
　
一

な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
一

【総
会
】
午
後
５
時
、
荒
川
繁
副
会
長
兼

一

準
備
委
員
長
の
紹
介
で
、
高
橋
照
美
会
長

一

が
議
長
と
な
り
、
「平
成
２７
年
度
事
業
報

一

告
及
び
決
算
報
告
Ｌ
会
計
監
査
報
告
穴
第
　
一

１
号
議
案
）
「平
成
２８
年
度
事
業
計
画
並

一

び
に
予
算
案
に
つ
い
て
」
（第
２
号
議
案
）

一

西
谷
内
事
務
局
長
よ
り
詳
し
く
説
明
さ
れ

一

ま
し
た
。
会
計
監
査
に
つ
い
て
は
、
米
陀

一

監
事
か
ら
、
詳
細
に
監
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
一

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
　
¨

り
、
第
１
号

ｏ
第
２
号
議
案
と
も
大
き
な
　
一

拍
手
を
も
っ
て
原
案
通
り
可
決

・
承
認
さ
　
一

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（第
３
号
議
案
）
「会
長

・
監
事
の
選
任
に
　
一

つ
い
て
」。
今
年
は
会
長

ｏ
監
事
選
考
の
時
　
一

期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
高
橋
会
長
よ
り
　
一

今
後
に
つ
い
て
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。　
　
一

（高
橋
会
長
）
「私
は
２
０
１
２
年
２
月

一

か
ら
原
前
会
長
の
も
と
で
会
長
代
行
を
務

一

め
、

１０
月
に
正
式
に
会
長
に
就
任
し
、
２
　
一

期
４
年
以
上
の
長
い
間
会
長
職
を
務
め
さ
　
一

人

藤
　
　
　
一

将

加
　
　
　
一

川

０
　
　
　
¨

西
　
　
　
　
　
一

市長．
康
　
　
　
一

川

前
　
　
　
一

釧

制
　
　
　
一

＞

橋
　
　
　
一

首
本
一局
　
　
　
　
　
一

¨

咄

は

　

一

●
　
　
子
　
　
¨

▲

氏

桂

　

一

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
４

月

『北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
』
の
会

長
職
を
合
わ
せ
て
務
め
る
こ
と
に
な
り
、

東
京
旭
川
会
会
長
の
職
務
を
十
分
に
果
た

せ
な
い
局
面
が
あ
り
ま
し
た
。
幹
事
や
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

た
だ
き
、
何
と
か
会
長
職
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
回
の
改
選
期
に
あ
た
り
、
会

長
職
を
退
任
し
、
後
任
の
方
に
託
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

初
の
女
性
会
長
の
誕
生

高
橋
議
長
よ
り
、
第
３
号
議
案

「会
長
ｏ

監
事
の
選
任
に
つ
い
て
」
の
詳
細
な
説
明

が
あ
っ
た
上
で
、
幹
事
会
で
十
分
に
検
討

し
た
結
果
を
も
と
に
し
た
加
藤
桂
子
副
会

長
を
会
長
に
選
任
す
る
案
及
び
現
監
事
の

米
陀
氏
と
安
丼
氏
の
再
任
案
が
提
案
さ
れ
、

会
場
全
体
の
大
き
な
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

（
加
藤
新
会
長
の
お
考
え
と
ご
挨
拶
は
、

３
ペ
ー
ジ
ロ
で
詳
し
く
紹
介
い
た
し
ま
す
）

【懇
親
会
】
（
詳
細
は
２
～
３
ペ
ー
ジ
ロ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

【
バ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】
（
詳
細

は
４
～
５
ペ
ー
ジ
ロ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

感
動
の
万
歳
三
唱

万
歳
三
唱
で
は
、
出
席
者
全
員
が
舞
台

直
前
ま
で
前
進
。
音
頭
を
取
っ
た
山
下
裕

久
旭
川
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長

は
、
「私
は
今
ま
で
何
度
も
万
歳
三
唱
の

音
頭
を
取
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
よ
う
な

皆
さ
ん
の
熱
気
が
迫
っ
て
く
る
よ
う
な
会

場
で
の
万
歳
三
唱
は
初
め
て
で
す
。
気
合

が
入
り
ま
す
」
と
、
全
員
で
祝
４０
周
年
の

万
歳
三
唱
と
な
り
ま
し
た
。

▲「万歳三唱」を終えた皆さんの声:「 こ

んなすごい万歳三唱は初めて。感動し

た」「肩寄せあつて東京旭川会がひとつ

にまとまつた感じ」と大好評でした。
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先
ず
は
、
加
藤
桂
子
新
会
長
が

「こ
れ

か
ら
は
女
性
の
時
代
だ
と
お
だ
て
ら
れ
会

長
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
ご
参
集
の

皆
様
と

一
緒
に
よ
り
良
い
会
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
和
や
か
な
ご
挨
拶
。

（
３
ペ
ー
ジ
に
会
長
と
し
て
の
気
持
ち
を

記
し
ま
し
た
。
）
来
賓
ご
紹
介
の
後
、
来

賓
代
表
の
西
川
市
長
か
ら

「こ
の
素
晴
ら

し
い
会
で
い
ろ
い
ろ
な
元
気
を
い
た
だ
い

て
、
地
元
に
帰
っ
て
頑
張
り
ま
す
」
と
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

＞
今
回
の
会
場
は
ホ
テ
ル
の
大
会
場
に
円
テ
ー
ブ
ル
を

‐８
台
配
置
。
由九
全
着
席
方
式
に
な
っ
た
の
は
４。
年
の
歴

史
で
初
め
て
で
す
。

旭
川
市
か
ら
感
謝
状
贈
呈

郷
土
訪
間
の
際
に
旭
川
市
北
彩
都
ガ
ー

デ
ン
で
４０
周
年
を
記
念
し
記
念
植
樹
を
し

た
こ
と
に
対
し
、
旭
川
市
か
ら
ら
東
京
旭

川
会
の
高
橋
照
美
前
会
長
に
対
し
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▲ミズナラ▲シナノキ ▲6月 27日、北彩都ガーデンの一角に、郷土訪間の旅

の参カロ者25名 が東京旭川会40周 年を記念してミズ

ナラとシナノキの2本の本を植樹しました。雨合羽を

着ての忘れられない思い出となりました。

▲高橋前会長からは「大変光栄に存じます。これから

も旭川市の応援団として頑張つていきたい」と返礼。

大
抽
選
会

▲旭山動物園グッズやラーメン・旭川銘菓

など旭川市から提供いただいた盛りだくさ

んのふるさとの品がいつぱい。

▲抽選会の司会三井尚美幹事から当選番号の発

表があつたのは、旭山動物園の発行年毎に違う

動物のイラストの「パスポートコレクション」。

りました。ご提供商品のうち一部は「お土産」にもさせていただきました。ご協

賛・ご協力いただきありがとうございました。

▲あさひかわ農業協同組合の白鳥組合長よ

り、旭川産と当麻町長様からの「ふるさと野

菜セット」が当たり、「最高です」と大喜び。

▲旭川観光大使で丼上靖記念財団0専務理事の浦

城いくよさんより特別提供の著書「父 丼上靖と私」

が当たり大喜びの佐藤幹事。

▲ササキエ芸の木エクラフトが当った原名誉会

長。「音から好きな商品です。大事に使わせても

らいます」と喜びのコメント。

▲扇松園の女将・高橋仁美さんから、パネル

ディスカッシ∃ンの会話の中で急きょ決まつ

た「1泊宿泊券」がプレゼントされた。

名
物
壁
新
聞

ラ
ー
メ
ン
コ
ー
ナ
ー
に
行
列

▲パネラーの一人として、ご自分の会

社のことが紹介されている「壁新聞」を

指さしご満悦の梅光軒の丼上社長。

は、今や東京旭川会には欠かせない存

在となりつつある。東京旭川会の活

動、旭川の近況、旭川出身者の活躍

等。記事を話題に会話をしたり、記念写

真を撮るのにもいいスペースです。▲毎年恒例のラーメンコーナー。なつかしい味

は並んででも食べたいものです。

▲旭川市及び協賛各社からの「抽選会賞品」が勢ぞろい。合計38名の方に当た

2
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ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン

旭
川
市
出
身
の
三
好
の
ぶ
ち
か
氏
に
よ

る
津
軽
三
味
線
の
演
奏
。
「旭
川
工
業
高

校
出
身
で
す
。
北
門
中
、
近
文
小
学
校
で

す
」
と
挨
拶
す
る
と

「オ
ー
、
先
輩
が
い

る
ぞ
―
」
と
応
答
あ
り
。
「東
京
旭
川
会

に
来
る
の
は
初
め
て
で
す
。
精
い
っ
ぱ
い

演
奏
し
ま
す
」
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

「風
」

か
ら
ザ

・
ベ
ン
ッ
チ
ャ
ー
ズ
の

「ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
」、
歌
入
り
の

「花
笠
音

頭
」、
最
後
に

「津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
」

と
・５
分
間
の
熱
い
演
奏
に
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
鳴
っ
た
。

初
め
て
の
着
席
方
式
、
年
配
者
に
は
楽

で
あ
り
食
事
も
し
や
す
い
。
反
面
、

一
旦

座
っ
て
し
ま
う
と
交
歓
、
交
流
が
少
な
く

な
り
自
由
に
動
い
て
会
話
を
す
る
機
会
が

持
て
な
か
っ
た
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

よ
り
良
い
総
会

ｏ
懇
親
会
と
な
る
よ
う
催

物
、
進
行
な
ど
と
合
わ
せ
工
夫
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

閉
会
挨
拶

▲総合司会の旭川観光大使のフリー ▲160人以上の参加者を受け付けるの

アナウンサー・朝妻久美さん (右)と柿 はなかなかに大変なことです。受付担

坂沙庸理さん(左 )。 当の皆さま、本当にご苦労さまでした。

▲旭川市から駆けつけてくれたササキ

エ芸の佐々木ひとみさんとカロ藤桂子

新会長が久しぶりのご対面。

▲小松仁志副会長の閉会の辞:「皆さんのご協力

で記念すべき40回総会は無事に終わりました。

来年もお会いしましょう。お元気で。」

▲スタルヒン球場の「スタルヒン選手

の生誕100年」の日本ハム戦で始球式

をされたナターシャ・スタルヒンさんと

の記念撮影。

４０
周
年
記
念
を
飾
っ
た
「東
京
旭
川
会
４０
年
の
歩
み
」

加
藤
桂
子
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

４０
周
年
を
記
念
し
て
、
幹
事
会
の
総
意

と
し
て
、
「
４０
年
の
歩
み
」
の
資
料
編
と

映
像
編
を
作
成
し
ま
し
た
。
制
作
を
担
当

し
た
広
報
チ
ー
ム
に
は
、
約
半
年
間
大
変

な
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
お
蔭
さ

ま
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の
が
で
き
ま
し
た
。

映
像
編
は
、
総
会
の
直
後
に
放
映
し
ま

し
た
が
、
終
了
後
に
は
会
場
全
体
か
ら
大

き
な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
約
８
分

間
の
中
に
、東
京
旭
川
会
の

「歴
史
と
今
」

が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
で
き

れ
ば
各
高
校
の
東
京
同
窓
会
の
際
に
、
旭

川
出
身
の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
東
京

旭
川
会
に
入
っ
て
き
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

「４。
年
の
歩
み
」
の
資
料
編
の
最
後
に
記

さ
れ
た
言
葉
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
会
報

「な
な
か
ま
ど
」
創
刊
号
の
編
集
責
任
者

で
あ

っ
た
谷
武
雄
副
会
長
の
言
葉
で
す
。

パ
中
略
）
会
が
発
展
す
る
に
は
、

一
に
も

二
に
も
心
だ
と
思
う
。
旭
川
出
身
者
が
こ

の
会
を
通
じ
て
何
を
求
め
て
い
る
か
、

リ
ー
ダ
ー

（幹
事
）
は
、
ど
う
す
れ
ば
奉

仕
者

（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
し
て
の
務
め

と
宣
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
と
高
邁
な
精

神
に
裏
打
ち
さ
れ
言
葉
か
と
胸
を
打
た
れ

ま
し
た
。
私
を
動
か
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
よ
う
な
気
持
ち
か
ら
な
の
だ
と
得
心
が

い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
資
料
編
の
表
紙
の
言
葉

「幸

い
な
る
か
な
、
今
も
な
お
故
郷
を
持
つ
も

の
は
…
」
を
最
初
に
読
ん
だ
時
、
胸
震
え

る
気
持
ち
が
し
た
の
は
私
だ
け
で
は
な

か

っ
た
と
存
じ
ま
す
。
「な
な
か
ま
ど
」

創
刊
号
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
た
平
岡
敏
男

初
代
会
長
の
ご
挨
拶
の
中
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
哲
人
ユ
ー
チ
ェ
の
詩
の

一
部
だ
そ
う

で
す
。
大
先
輩
は
素
晴
ら
し
い
言
葉
を
私

た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
０
年
以
降
は
、
当
時
の

原
公
朗
会
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

『わ
』
の

精
神
は
、
現
在
の
幹
事
会
に
も
継
続
し
て

取
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
４０
周
年

を
機
会
に
、
こ
れ
ら
諸
先
輩
の
精
神
と
私

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
で
き

る
だ
け
若
い
方
々
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、

東
京
旭
川
会
を
も
っ
と
も
っ
と
い
い
会
に

し
て
い
く
か
が
、
私
た
ち
幹
事
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
、
加
藤
桂
子
は
こ
の
４０

回
記
念
総
会
に
て
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

簡
単
に
自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
ん
で
い
た
の
は
、
旭
川
市
６
条
１１
丁
目

の
旭
川
東
高
等
学
校
の
官
舎
で
す
。
中
央

小
学
校
、
明
星
中
学
校
、
東
高
等
学
校
を

卒
業
後
、
東
京
暮
ら
し
で
す
。
つ
ま
り
、

東
京
で
の
生
活
が
ず
っ
と
長
い
の
に
、
「私

の
ふ
る
さ
と
は
旭
川
で
す
」
と
堂
々
と
胸

を
張
っ
て
言
え
る
幸
せ
を
年
経
る
毎
に
か

み
し
め
て
い
ま
す
。
た
ぶ
ん
皆
さ
ん
も
同

じ
気
持
ち
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

東
京
旭
川
会
に
は
、
発
足
以
来
参
加
し

て
、
発
足
１０
年
の
１
９
８
７
年

（昭
和
６２

年
）
に
八
木
祐
四
郎
第
二
代
会
長
か
ら
の

お
誘
い
で
、
幹
事
と
な
り
３。
年
を
数
え
ま

す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
生
懸
命

に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

仕 ち 新 ら 恵 の が

漑
鼈
魃
鰺
尚

競
“
Ｉ
脚
鮒

褥
響
弔
誦
詭

て
お
り
ま
す
。

若

い
方

々

に

東
京
旭

川
会

に
入

っ
て
い

3
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旭
メII
の

■
実
⌒
い

ま
V

を
知
る
』

司
会

一
「旭
川
の
現
在

（
い
ま
と

に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
最
初
に
西
川
市

長
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

西
川
市
長

一
皆
様
、
お
晩
で
ご
ざ
い
ま
す
。

旭
川
市
長
の
西
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
、
ス

タ
ル
ヒ
ン
投
手

の
誕
生
百
年
の

年
に
因
み
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が

旭
川
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク

ｏ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
た
く
さ
ん
の

（旭
川
）
ゆ
か
り
の
選
手
が
活
躍
し
ま
し
た
。

ま
た
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
直
前
合
宿
が
あ
り
、

旭
川
の
選
手
と
い
う
思
い
で
市
民
は
応
援
を

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
は
植
樹
も
や
っ
て
い

た
だ
き
、
ホ
ン
ト
に
盛
り
上
が
っ
た

一
年
で

し
た
。

海
外
か
ら
の
観
光
客
の
た
め
に
国
際
線
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
整
備
事
業
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
平
成
３０
年
に
新
た
に
国
際
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
旭
川

市
役
所
庁
舎
も
今
同
じ
敷
地
内
の
建
替
え
に

向
け
て
議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

荒
川
副
会
長

（進
行
）

一
そ
れ
で
は
最
初
の

テ
ー
マ
旭
川
の
持
つ
魅
力
、
良
い
と
こ
ろ
、

旭
川
の
持
つ
メ
リ
ッ
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
橋
女
将
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

高
橋

Ｈ
皆
様
初
め
ま
し
て
。
私
は
、
お
客
様

に

「旭
川
、
良

か
っ
た
ね
。
ま

た
来
た
い
ね
。
」

と
思
っ
て
も
ら

う
為
に
ど
う
し

た
ら
良
い
か
と
思
い
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

旭
川
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
北
海
道
の
真
ん

中
に
あ
り
空
港

・
鉄
道
の
駅
が
あ
る
こ
と
で

す
。
自
然
に
恵
ま
れ
て
四
方
か
ら
魚
介
類
が

届
き
ま
す
。
お
米
が
良
い
、
お
野
菜
が
美
味

し
い
の
で
観
光
の
立
地
に
優
れ
て
い
ま
す
。

荒
川

一
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
続
き
ま
し

て
梅
光
軒
の
井
上
社
長
、
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

井
上

¨
今
日
は
。
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
す
が
、

旭
川
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
生
粋
の
旭
川

人
で
す
。
私
が

挽
　
ラ
ー
メ
ン
を
や

雅

る
上
で
良
か
っ

壮

け
に
腱
い
経
蜘

で
す
。
大
雪
山
系
の
美
味
し
い
水
で
炊
き
だ

し
た
ス
ー
プ
が
、
札
幌

・
函
館

・
旭
川
と
い

う
「三
大
ご
当
地
」と
い
わ
れ
る
素
地
を
作
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

荒
川

一
有
難
う
こ
ざ
い
ま
す
。
次
は
、
東
京

で
お
仕
事
を
し
て
い
る
方
は
旭
川
を
ど
う
見

て
い
る
か
？
と
い
う
観
点
で
お
呼
び
し
た
員

柄
社
長
で
す
。

員
柄

¨
４。
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
３
年
間
の
お
話
を
し
ま
す
。
旭
川
市

の
方
か
ら
旭
川

医
大
を
紹
介
さ

れ

「森
林
浴
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ケ
ア

ｏ
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。
森
林
浴
を
す
る
と
、

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
に
な
る
と
い
う
結
果
が
得

ら
れ
学
会
で
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
経
産
省
で
力
を
入
れ
て
い
る

健
康
経
営
の

一
環
に
も
な
り
、
労
働
安
全
衛

生
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
全
社
員

の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

一
歩
進
め
た
予
防

に
も
な
り
ま
す
。
私
ど
も
の
会
社
で
は
か
つ

て
は
２
～
３
人
い
た
ス
ト
レ
ス
で
休
む
者
は
、

今
は
ゼ
ロ
で
す
。
そ
う
い
う
効
果
も
旭
川
か

ら
頂
い
て
い
ま
す
。

も
う

一
つ
は
、
丁
Ａ
と

一
緒
に
ド
ロ
ー
ン

を
東
川
町

・
鷹
栖
町
の
圃
場
上
空
に
飛
ば
し
、

デ
ー
タ
を
取
り
込
む

「精
密
農
業
」
（
農
林

水
産
省
）
を
始
め
ま
し
た
。

鶉

更
に
、
東
京
で
は
な
か
な
か
確
保
で
き
な

い
人
材
開
発
に
旭
川
高
専
の
先
生
と

一
緒
に

「人
材
の
地
産
地
消
」
で
雇
用
も
含
め
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
者
は
日
本
に
は
殆
ど
い
ま

せ
ん
。
首
都
圏
で
は
機
材
は
飛
ば
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
旭
川
は
エ
ン
ジ
エ
ア
マ
イ
ン

ド
の
方
が
多
い
の
で
非
常
に
魅
力
的
な
地
域

だ
と
思
い
ま
す
。

荒
川

一
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
旭
川
の
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
を
高
橋
さ
ん
の
方
か
ら
、
お
願

い
し
ま
す
。

高
橋

一
海
外
の
方
々
に
は
、
表
示
な
ど
わ
か

り
や
す
い
サ
イ
ン
や
英
語
表
記
に
加
え
、
旭

川
に
合
わ
せ
て
頂
く
。
素
晴
ら
し
い
雪
が
降

る
と
い
う
こ
と
で
、
周
り
に
は
ス
キ
ー
場
が

７
～
８
つ
あ
り
ま
す
。
四
季
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
し
美
味
し
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
と

い
う
立
地
は
お
金
で
は
買
え
な
い
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
。

荒
川

一
流
石
サ
ー
ビ
ス
業
で
す
ネ
、
続
き
ま

し
て
井
上
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

井
上

一
弊
社
は
今
日
本
を
含
め
６
カ
国
で
旭

川
ラ
ー
メ
ン
店
を
操
業
し
て
い
ま
す
。

私
は
今
、
出
張
で
旭
川
か
ら
台
湾
、
香
港
、

ベ
ト
ナ
ム
を
順
に
巡
っ
て
北
海
道
か
ら

一
番

遠
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡
り
帰
国
し
ま
す
。

旭
川
に
帰

っ
て
来
る
と
、
「こ
ん
な
に
空
気

が
綺
一麗
で
美
味
し
い
。
」
と
い
う
こ
と
に
改

め
て
気
づ
か
さ
れ
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

荒
川

一
員
柄
さ
ん
、
追
加
し
て
頂
け
ま
す

か
？

員
柄

一
我
々
の

一
週
間
の
森
林
浴
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
レ
ポ
ー
ト
を
見
る
と
、
「非
日
常
空
間
」

な
ん
で
す
。
非
日
常
空
間
で
仕
事
に
行
く
と

い
う
流
れ
を
作
れ
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
８
年
間
の
徳
島
勤
務
の
経
験
か
ら
、

地
理
的
な
距
離
よ
り
は
、
時
間
的
な
距
離
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
旭
川
に
は
た
っ

た

一
時
間
ち
ょ
っ
と
で
い
け
る
の
で
殆
ど
違

和
感
は
な
く
、
シ
ア
ト
ル
郊
外
の
森
の
中
に

あ
る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
丁
度
旭
川
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
で
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
は
で
き
る
訳
が
な
い
。

非
日
常
の
中
で
仕
事
で
き
る
旭
川
市
周
辺
は

働
く
環
境
と
し
て
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

荒
川

一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
長
、

お
願
い
し
ま
す
。

西
川

一
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

自
然
災
害
が
少
な
い
、
空
気
が
綺
一麗
だ
。
食

べ
物
が
お
い
し
い
。
住
む
上
で
も
空
港
も
便

バ
ネ
ラ
ー
の
ご
紹
介

高
橋
仁
美

⌒た
か
は
じ

・
ひ
と
み
）
さ
ん

和
風
旅
館
扇
松
園
代
表
取
締
役

昭
和
２７
年
旭
川
市
の
老
舗
旅
館
扇
松
園
の

長
女
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
４８
年
北
海
道

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
国
際
ホ
テ
ル
学
科

を
卒
業
後
結
婚
し
、
二
児
の
母
に
。
子
育
て

に
専
念
し
て
い
る
時
に
お
父
様
の
病
を
機
に

週
に
１
、
２
回
フ
ロ
ン
ト
に
立
つ
こ
と
に
。

昭
和
５８
年
扇
松
園
に
入
社
し
、
三
代
目
女
将

と
な
る
。
平
成
２０
年

（株
）
扇
松
園
代
表
取

締
役
に
就
任
。
併
設
の

『そ
ば
扇
』
は
地
元

の
そ
ば
粉
に
拘
っ
た
人
気
店
に
。
長
き
に
わ

た
り
お
世
話
に
な
っ
た
旭
川

ｏ
地
元
の
お
役

に
立
ち
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
地
元

の
も
の
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
る
。
ま
た
、

経
営
の
傍
ら
、
三
浦
綾
子
記
念
文
化
財
団
理

事
、
社
会
福
祉
法
人
敬
生
会
理
事
等
地
元
ヘ

の
貢
献
も
忘
れ
な
い
。
平
成
２．
年
北
海
道
女

将
の
会
副
会
長

ｏ
日
本
旅
館
協
会
北
海
道
支

部
理
事
と
業
界
内
で
も
活
躍
。
そ
ん
な
女
将

に
は
旭
川
内
外
か
ら
の
根
強
い
フ
ァ
ン
が
多

い
。

井
上
雅
之

（い
の
う
え

・
ま
さ
ゆ
き
）
さ
ん

い
オ
ー
シ
ヤ
ン

⌒梅
光
軒
）
代
表
取
締
役
社
長

昭
和
４８
年
旭
川
市
生
ま
れ
、
旭
川
南
高
等

学
校
を
卒
業
後
渡
米
し
平
成
６
年
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
立
ロ
サ
ン
ジ

ェ
ル
ス
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
、
米
国
の
製
品

を
日
本
で
販
売
す
る
ア
パ
レ
ル
会
社
で
働
く

も
、
日
本
の
文
化
を
世
界
に
広
げ
る
仕
事
が

し
た
い
と
、
『
梅
光
軒
』
創
業
者
の
父
に
弟

子
入
り
、
（ラ
ー
メ
ン
で
世
界
に
行
き
た
い
）

と
の
強
い
思
い
か
ら
、
十
年
間
イ
チ
か
ら
の

辛
い
修
行
に
も
耐
え
た
。
平
成
１９
年
５
月
海

外
初
と
な
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

『
梅
光
軒
』

を
オ
ー
プ
ン
。
そ
の
後
も
国
内
外
の
出
店
は

伸
び
、
ス
ー
プ
ス
タ
ン
ド

・
ダ
イ
ニ
ン
グ
カ

ム
イ
等
ラ
ー
メ
ン
以
外
の
分
野
に
も
意
欲
的

典 藩薔麟鞠t響
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利
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
行
き
た
い
。

荒
川

一
こ
こ
は
旭
川
拙
い
ぞ
と
い
う
と
こ
ろ

を
お
願
い
し
ま
す
。

高
橋

一
旭
川
市
は
今
人
口
３５
万
人
で
す
が
、

都
市
は
真
ん
中
に
力
が
な
い
と
ダ
メ
で
す
。

中
心
に
人
が
集
ま
り
、
そ
れ
が
あ
ふ
れ
て
周

り
に
波
及
し
て
行
く
。
し
っ
か
り
し
た
３５
万

人
の
都
市
計
画
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
、
ウ
チ
の
従
業
員
も
子
供
を
産
ん
で
働

け
な
い
ん
で
す
。
昔
は
お
祖
父
ち
ゃ
ん

ｏ
お

祖
母
ち
ゃ
ん
が
見
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
今
、

６。

。
７。
歳
で
ま
だ
現
役
な
の
で
、
子
供
を
安

心
し
て
預
け
ら
れ
る
所
に
力
を
注
い
で
い
か

な
い
と
町
は
ド
ン
ド
ン
衰
退
し
て
い
き
ま
す
。

旭
川
は
子
供
を
育
て
る
の
に
有
利
だ
と
い
う

町
に
な
っ
て
欲
し
い
。

荒
川

一
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
長
、
今
の

点
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

西
川

一
子
育
て
支
援
は
、
大
変
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

一
昔
前
は
、
専
業
主
婦
が
７
割
、

今
は
働
く
女
性
が
７
割
で
す
。
子
供
さ
ん
を

預
け
な
い
と
子
育
て
で
き
ま
せ
ん
。
保
育
園

の
整
備
は
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
進
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
医
療
費
の
補
助
や
学

校
で
の
課
題
も
シ
ッ
カ
リ
や
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

荒
川

一
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
旭
川
か
ら

諸
国
を
順
次
巡
っ
て
行
く
と
い
う
丼
上
さ
ん
、

ど
う
ぞ
…
。

井
上

一
私
の
父
は

「昔
、
旭
川
は
タ
ク
シ
ー

が
全
然
掴
ま
え
ら
れ
な
く
て
、
人
が
た
く
さ

ん
い
て
三
六
街
も
す
ご
か
っ
た
ん
だ
。
」
と

ウ
ソ
み
た
い
な
話
を
し
ま
す
。

一
方
、
ア
ジ

ア
で
は

「あ
―
こ
れ
は

『
Ａ
Ｌ
ｗ
Ａ
Ｙ
ｓ
三

丁
目
の
夕
日
』
だ
。
」
と
い
う
景
色
が
見
ら

れ
ま
す
。
今
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
で
く
〓。，
と

い
わ
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
・イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ｏフ
ィ

リ
ピ
ン
は
非
常
に
熱
い
国
で
す
。
そ
の
理
由

は
人
口
の
増
加
が
著
し
い
ん
で
す
。
人
口
が

１
億
人
い
て
、
平
均
年
齢
が
何
と
２９
歳
ｏ
昭

和
２。
年
代
か
ら
４０
年
代
に
か
け
て
の
日
本
と

同
じ
よ
う
に
高
速
度
で
進
化
し
て
ゆ
く
国
を

見
る
と
や
は
り
旭
川
も
人
口
が
欲
し
い
、
観

光
で
の
流
動
人
口
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま

す
。移
住
促
進
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「特

区
」
を
導
入
し
て
で
も

「広
く
開
国
さ
れ
た

街
　
旭
川
」
を
目
指
し
て
頂
き
た
い
。

「井
上
君
の
と
こ
ろ
は
、
『
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
』
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
僕
は
そ
ん
な
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
長
の

「グ
ロ
ー
」
と

地
方
の
「
ロ
ー
カ
ル
」
を
合
わ
せ
た

「グ
ロ
ー

カ
ル
企
業
」
と
思

っ
て
い
ま
す
。
「地
域
が

よ
り
強
く
な
る
た
め
に
海
外
に
行
く
。
地
域

に
還
元
で
き
る
何
か
を
持

っ
て
く
る
。」
と

い
う
気
概
で
や
っ
て
い
ま
す
。

荒
川

一
員
柄
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

員
柄

一
今
年
は

（私
の
会
社
か
ら
）
３．
名
が

（旭
川
に
）

一
週
間
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の

配
分
で
法
人
税
を
な
ぜ
旭
川
に
収
め
ら
れ
な

い
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
旭
川
の
イ
ン

フ
ラ
も
使
わ
せ
て
頂
い
て
、
何
も
し
て
い
な

い
東
京
に
そ
の
税
金
を
払
う
の
は
お
か
し
い

の
じ
ゃ
な
い
か
、
税
の
面
で
も
テ
レ
ワ
ー
ク

で
お
邪
魔
し
て
い
る
以
上
は
地
場
に
貢
献
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
テ
レ
ワ
ー
ク

を
国
が
推
進
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
税
は

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
話
は
き
っ
ち
り
し
た

方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

次
は
、
よ
く
我
々
の
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
企
業
が

地
方
か
ら
お
声
掛
け
が
あ

っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク

と
い
う
話
に
な
り
、
大
体
そ
の
町
の
真
ん
中

の
Ｉ
Ｔ
完
備
の
ビ
ル
で
す
と
紹
介
さ
れ
ま
す

が
、
我
々
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
は
行
き
た
く

な
い
。
Ｉ
Ｔ
環
境
が
整
っ
て
い
て
且
つ
郊
外

で
仕
事
が
で
き
る
と
社
員
も
よ
り
満
足
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

荒
川

¨
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
西
川
市
長
、

こ
れ
に
対
し
て
ご
意
見
を
ど
う
ぞ
…
。

西
川

一
税
の
配
分
に
つ
い
て
そ
う
い
う
ふ
う

に
仰
っ
て
頂
い
た
こ
と
は
地
方
に
と
っ
て
非

常
に
有
難
い
話
で
す
。

皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ふ

る
さ
と
納
税
は
、〈「
年
度
か
ら
、
「さ
と
ふ
る
」

と
い
う
会
社
に
委
託
し
仕
組
み
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
納
税
額
も
増
え
き
て
、
来

年
度
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
は
、　
一
日
も
早
く
１
０
０
％
整
備
し
た

い
と
思
い
、
何
と
か
知
恵
を
絞
っ
て
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

荒
川

一
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
時

間
で
す
が
、
こ
こ
は
言
っ
て
お
き
た
い
と
い

う
こ
と
を
…
、
井
上
さ
ん
、
ど
う
で
す
か
？

井
上

¨
ハ
イ
。
「番
宣
」
で
す

（笑
）。
実
は

東
京
に
も
店
が
ご
ざ
い
ま
す
。
東
京
駅
の
横

の
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
ビ
ル
に

「ば
い
こ
う
け
ん
東

京
」
が
あ
り
ま
す
。
私
の
名
刺
を
持
っ
て
こ

来
店
い
た
だ
く
と

「旭
川
人
の
称
号
と
共
に

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
」
の
で
、
是
非
私

の
名
刺
を
持
っ
て
ご
来
店
い
た
だ
く
様
お
願

い
致
し
ま
す
。

荒
川

一
中
々
い
い
お
話
で
す
ネ
。
私
も
お
願

い
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
女
将
、
抽

選
会
に
出
ま
す
か
？

「
一
泊
タ
ダ
」
と
か
出

せ
ま
す
か
？

高
橋

一
？
―
…
。
じ
ゃ
あ
、
そ
う
し
ま
し
ょ

う

（拍
手
）。

日
本
産
の
喬
麦
の
半
分
以
上
が
上
川
、
幌

加
内
、
江
丹
別
産
で
、
作
付
面
積
も
日
本

一

な
の
は
ご
存
知
で
す
か
？
扇
松
園
で
は
毎
日

四
～
五
回
、
地
場
の
そ
ば
粉
で
喬
麦
を
打
っ

て
い
ま
す
。

家
具
も
世
界
で
五
本
の
指
に
入
り
ま
す
。

美
味
し
い
お
酒
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地

ビ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

旭
川
に
は
素
晴
ら
し
い
世
界
に
誇
れ
る
文

化
と
か
環
境
が
あ
り
ま
す
。

ばいこうけん東京

最
終
的
な
我
々
の
決
定
は
、
「誰
に
お
金

を
使
う
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
見

栄
を
張
っ
て
で
も
旭
川
の
も
の
を
使
い
続
け
、

お
金
を
落
と
す
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
お
金
を
他
の
十
分
の

一
で
も
良
い
で

す
か
ら
、
旭
川
に
思
い
を
馳
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

荒
川

一
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ

嚇】一呼脚材］

淵
め
る
の
は
、
結

自

構
難
し
か
つ
た

で
す
。
「こ
れ
で
旭
川
の
未
来
も
…
市
長
の

未
来
も
…
」
と
思
う
次
第
で
す
。
皆
さ
ん
の

こ
協
力
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（拍
手
）

に
展
開
し
て
い
る
。
現
在
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

台
湾
、
香
港
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
を
含
め
六

か
国
２。
店
以
上
出
店
し
て
い
る
。
近
い
う
ち

に
ハ
ワ
イ
オ
ア
フ
島
へ
の
出
店
も
具
体
化
す

る
と
の
こ
と
。

員
柄
泰
利

（ま
が
ら

・
や
す
と
し
）
さ
ん

サ
イ
バ
ー
ト
ラ
ス
ト

⌒株
）
代
表
取
締
役
社
長

昭
和
３３
年
東
京
生
ま
れ
、
昭
和
５７
年
ハ
ワ

イ
大
学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

を
卒
業
し
、
株
式
会
社
大
沢
商
会
に
入
り
、

そ
の
後
、
日
本
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
六
株
）
ジ
ャ

ス
ト
シ
ス
テ
ム
を
経
て
、
平
成
５
年
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト

（株
）
に
入
社
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
部
門
に
従
事
し
平
成
１３
年
取
締
役
就
任
。

平
成
１８
年
執
行
役
員
専
務
と
な
る
。
平
成
２０

年
富
士
株
式
会
社
創
業
、
平
成
２４
年
日
本
初

の
商
用
電
子
認
証
局
で
あ
る
サ
イ
バ
ー
ト
ラ

ス
ト
社
長
に
就
任
。
日
本
に
お
け
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
黎
明
期
か
ら
最
前
線
で
多

く
の
経
験

ｏ
貴
重
な
体
験
を
お
持
ち
の
お
ひ

と
り
。
旭
川
市
と
の
関
わ
り
は
、
平
成
２６
年

旭
川
医
科
大
学
住
友
和
弘
先
生
達
と
協
力
し

て
、
森
林
浴
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
自
社
従
業
員
自
ら
が
実
証
実
験
し
、

森
林
浴
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
低
減
の
客
観
的

デ
ー
タ
ー
を
収
集
し
、
社
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
と
予
防
を
行
う
企
業
活
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、
他
の
企
業
に
も
普
及
可
能
な

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

と
、
旭
川
の
自
然
が
他
の
地
域
よ
り
効
果
の

高
い
森
林
浴

（
エ
ゾ
松
の
効
果
）
で
あ
る
と

の
ア
ピ
ー
ル
も
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。

5
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東
京
か
ら
応
援
し
よ
う
、
旭
川
か
ら
の
若
い
力

・
文
化

・
未
来
！

富
良
野
出
身
、
異
色
の
歌
手
兼
看
護
士

旭
川
西
高
６‐
期
　
瀬
川
あ
や
か
さ
ん

看
護
師
を
目
指
す
た
め
に
進
学
し
た
大

旭
川
永
嶺
高
校
吹
奏
楽
部
の
初
の
道
外
ラ
イ
ブ
を
応
援
に

旭
川
か
ら
期
待
の
若
手
二
人

一　
学
で
、
周
囲
の
勧
め
で
出
た
大
学
の
ミ
ス

「１
１
０
０
席
の
う
ち
ま
だ
６０
席
し
か
売

れ
て
い
な
い
、
東
京
の
旭
川
出
身
者
に
も

応
援
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
悲
鳴
の
よ
う

な
情
報
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
入
り
、
手
作
り

応
援
ボ
ー
ド
を
も
っ
て
東
京
旭
川
会
と
し

て
応
援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
席
は
半
分

以
上
埋
ま
っ
た
感
じ
で
、
ほ
っ
と
し
て
高

校
生
の
メ
タ
ル
ダ
ン
プ
レ

（ダ
ン
ス
＆
プ

レ
ー
）
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
舞
台
を
楽
し

ん
で
き
ま
し
た
。

翌
日
、
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
本
番
の

「第
１６
回
マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー

ジ
全
国
大
会
」
で

「優
秀
賞
」
と

「講
評

者
特
別
賞
」
を
受
賞
し
た
と
の
こ
と
。
先

生
、
生
徒
の
皆
さ
ん
、
よ
く
頑
張
り
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旭
川
藤
校
出
身
　
潤
花
デ
ビ

ュ
ー
！

旭
川
藤
女
子
高

（
１
年
終
了
）
出
身
の

娘
役
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
、
潤
花

（じ
ゅ
ん

は
な
）
本
名
／
今
宮
花
乃
さ
ん
が
宝
塚
歌

劇
団
１
０
２
期
生
と
し
て
昨
年
の
星
組
公

演

Ｔ

言

つ

も

り

」、
「
Ｔ

Ｈ

Ｅ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
！
」
で
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
家
族

一
緒
に
考
え
た

芸
名
で
こ
れ
か
ら
夢
と
元
気
を
与
え
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
準
グ
ラ
ン
プ

リ
に
選
ば
れ
、
芸
能
界
入
り
の
キ
ッ
カ
ケ

に
。
芸
能
界
で
生
き
抜
く
こ
と
の
難
し
さ

か
ら
、
看
護
師
に
な
る
こ
と
を
優
先
し
て

た
が
、
認
知
症
の
患
者
が
歌
で
元
気
に
な

る
の
を
目
に
し
て
音
楽
の
力
を
再
認
識
。

以
後
、
歌
手
の
活
動
を
再
開
。
看
護
師
の

道
と
両
立
さ
せ
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

旭
川
発
の

「女
子
柔
道
部
物
語
」

旭
川
市
出
身
で
、
１
９
９
６
年
の
ア
ト

ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
柔
道
６．
ｋｇ
級

で
、
日
本
女
子
柔
道
界
に
初
め
て
の
金
メ

ダ
ル
を
も
た
ら
し
た
恵
本
裕
子
さ
ん
が
原

作
の
浸
画

『
Ｊ
Ｊ
М
女
子
柔
道
部
物
語
』

が
ヒ
ッ
ト
し
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
冬

の
旭
川
を
舞
台
に
自
帯
の
女
子
高
校
生
が

世
界
の
頂
点
を
目
指
す
物
語
だ
。
昨
年
８

月
連
載
開
始
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
面
白

く
な
る
。
乞
ご
期
待
―

旭
橋
や
出
身
高
の
旭
川
南
高
や
旭
川
市

の
あ
ち
こ
ち
が
漫
画
に
出
て
く
る
の
も
う

れ
し
い
。
途
中
か
ら
同
席
さ
れ
た
浸
画
家

の
小
林
ま
こ
と
先
生
に
よ
る
と
、
昨
年
の

冬
と
夏
に
恵
本
さ
ん
に
高
校
時
代
の
足
跡

を
案
内
し
て
も
ら
っ
て
、
た
く
さ
ん
写
真

に
収
め
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。
漫
画
の

中
に
は
、
「な
し
た
の
さ
～
」
「○
○
だ
ベ

さ
」
な
ど
北
海
道
弁
が
出
て
き
て

「大
し

た
懐
か
し
い
っ
し
ょ
」
と
い
う
感
じ
。
恵

本
さ
ん
か
ら
は

「旭
川
市
に
お
住
ま
い
の

方
に
も
旭
川
出
身
者
の
方
に
も
ぜ
ひ
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
こ
と
で
す
。
旭

川
人
必
読
―
の
浸
画
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲2月 17日 相模女子大グリーンホー

ルで来場510人 を前に開催。部員56
名に加え、プロミュージシャン、地元の

府中3中吹奏楽部も加わり、1時間40

分のにぎやかなステージに大満足。

▲「永嶺高校ガンバレI」
「東京旭川会」

の手作り応援ボードでの応援に、「生徒

たちも力づけられたと思います」と吉

川先生から舞台上でお礼のコメント。

生徒と記念撮影。

▲入学した時の倍率は

26倍 。北海道からの合

格がただ一人でした。

皆さん、応援を是非宣

しくお願いします!

▲生まれは富良野市。高校へは富良野

から往復約4時間かけて通学のガンバ

リ屋さん。昨年は50本を超える数のラ

イブをこなし、看護師としても東京都

内の病院に週3回勤務している。

北
海
道
旭
川
地
域
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
ｉｎ
東
京
開
催
！

六
月
公
開
！
映
画

「花
戦
さ
」
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
　
小
滝
祥
平
さ
ん

２
月
９
日
に
千
代
田
区
平
河
町
の
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
、
首
都
圏
企
業
に
向

け
の

「北
海
道
旭
川
地
域
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
Ｉ

Ｉ
Ｎ
東
京
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

ｏ
学
習
院
特
別
客
員
教

授
で
、
旭
川
市
の
観
光
大
使
で
も
あ
る
岩

田
公
雄
さ
ん
の
講
演
の
後
に
、
西
川
旭
川

市
長
、
谷
鷹
栖
町
長
、
山
本
東
神
楽
町
長
、

松
岡
東
川
町
長
に
よ
る
地
域
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
自
然
環
境
豊
か

で
災
害
の
少
な
く
、
東
京
か
ら
ア
ク
セ
ス

の
良
い
各
市
町
の
立
地
条
件
を
参
加
者
も

再
認
識
。
第
二
部
の
特
別
交
流
会
と
併
せ

盛
況
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

『
平
成
元
年
に
小

さ
な
会
社
を
興
し

て
２８
年
、
現
在
で
３９

作
目
と
な
り
ま
す
。

小
さ
な
命
た
ち
が
将
来
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

こ
と
を
願
い
な
が
ら

「ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ

ト
」、
「亡
国
の
イ
ー
ジ
ス
」、
そ
し
て

「山

本
五
十
六
」
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
し
て
き

ま
し
た
。
「柘
格
坂
の
仇
討
」、
「花
戦
さ
」

で
は
時
代
劇
と
い
う
空
間
を
借
り
て
非
力

な
が
ら
日
本
人
の
衿
持
を
描
く
こ
と
に
ト

ラ
イ
し
て
い
ま
す
。』

ポ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
在
職
中
に
手
が
け

た

「光
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
ｌ
」
の
映
画
で
面
白
さ

を
知
り
退
職
。
今
ま
で
多
く
の
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
を
受
賞
。
映
画
は
興
行
で
あ
り
、

様
々
な
人
々
を
巻
き
込
む
共
同
作
業
。
動

員
リ
ス
ク
も
あ
る
中
、
今
ま
で
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
は
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
作
品
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
。

▲セミナーの募集人数は50人。しかし、応募人数

が多く、60名に増やして開かれました。西川旭川

市長の挨拶後、岩田公雄氏のグスト講演が始ま

り、元特派員ならではの視点で旭川のこれからの

可能性を語りました。

別交流会。岩田氏を真ん中に、左から谷

寿男鷹栖町長、山本進東神楽町長、西川

将人旭川市長、松岡市郎東川町長の各

登壇者。皆さん、大変お疲れ様でした。

▲6月 3日 より上映予定の痛快時代劇「花戦さ」。秀吉

もびつくりの池坊専好 (野村萬斎)の奇想天外な戦法

をご覧ください。

▲イブニング誌連載のコミック『」JA/1女 子柔道部物語』を

手にする漫画家・小林まこと先生 (左)と恵本裕子さん(右・

三井住友海上 女子柔道部 特別コーチ)。

▲セミナーの第二部は会場を移して特

(旭川東高25期 )
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旭
山
動
物
園
が

「地
方
創
生
大
臣
賞
」
！

産
学
宮
で
つ
く
る

「サ
ー
ビ
ス
産
業
生

産
性
協
議
会
」
が

「日
本
サ
ー
ビ
ス
大
賞
」

を
創
設
し
、
第
１
回
目
の
受
賞
者
と
し
て

道
内
か
ら
唯

一
、
旭
川
市
旭
山
動
物
園
が

最
高
賞
に
次
ぐ

「地
方
創
生
大
臣
賞
」
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
動
物
本
来
の
能
力
を
見

て
も
ら
う

〃
行
動
展
示
〃
が
評
価
さ
れ
、

毎
年
百
数
十
万
人
に
上
る
来
園
者
の
地
域

経
済
貢
献
も
受
賞
の
後
押
し
に
。

米
ど
こ
ろ
、
酒
ど
こ
ろ
旭
川
！

農
協
の
６
次
産
業
化
商
品
の
名
品
を
発

掘
す
る

「第
３
回
Ｔ
Ａ
グ
ル
ー
プ
６
次
産

業
化
商
品
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
あ
さ
ひ
か

わ
農
協
の

「ゆ
め
ぴ
り
か
甘
酒
」
が
大
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
道
内
か
ら
の
受
賞
は

初
。
ま
た
、
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
世
界

酒
類
コ
ン
タ
ー
ル
で
旭
川
市
内
の
酒
造
会

社

「男
山
」
の
看
板
商
品

「純
米
大
吟
醸

男
山
」
も
、

４０
年
連
続
金
賞
以
上
受
賞
を

遂
げ
ま
し
た
。
最
高
金
賞
も
９
年
連
続
に
。

永
山
中
学
校
生
徒
に
総
理
大
臣
賞
！

第
３６
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
中
央
大
会
で
、
最
優
秀
の
内
閣
総
理

大
臣
賞
に
、
旭
川
市
立
永
山
中
学
校
２
年

の
神
谷
桃
歌
さ
ん
の

「日
本
の
い
じ
め
対

策
は
間
違
っ
て
い
る
」
が
選
ば
れ
た
。
全

国
７
３
３
８
校
か
ら
９７
万
２
５
５
３
人
が

応
募
の
中
で
の
素
晴
ら
し
い
栄
冠
で
す
。

３
校
統
合
の
中
央
中
学
校
が

昨
年
開
設

市
内
中
心
部
で
学
区
が
隣
接
す
る
常
盤

中
学
校
、
聖
園
中
学
校
、
北
都
中
学
校
の

３
校
の
統
合
が
、
平
成
２８
年
４
月
に
実
施

さ
れ
、
中
央
中
学
校
と
し
て
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
場
所
は
旧
常
盤
中
学
校
跡
に
立
派

な
新
設
校
舎
が
完
成
。
現
在
は
、
生
徒
数

３
７
０
名
前
後
で
、校
訓
を

『人
と
し
て
』、

教
育
目
標
を

『次
代
を
担
う
旭
川
人
の
育

成
』
と
し
て
２
年
目
を
迎
え
る
。

▲「行動展示」のパイオ

ニアとしてこの分野の

市場を形成し、全国の

動物園に大きな影響を

与えました。

▲平成29年 1月 6日 (金 )法務省

での表彰式。紙谷桃歌さんは右か

ら2人目。作文は法務省のHPで見

らねます。

▲あさひかわ農協産のゆめぴり

かと米こうじを使用し、砂糖を使

わないさつぱりした甘さが特長。

和22(1947)年 に常盤中は第5中 、聖

園中は第6中、北都中は第7中学校とし

て開校し、68年の歴史に幕を閉じた。

▲中央中学校。統合された3校は、昭

東
京
旭
川
会
の
活
動
を
報
告
し
ま
す

東
京
旭
川
会
で
は
会
員
相
互
の
懇
親
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
東
京
旭
川
会
創

立
４。
年
記
念
行
事
の

一
つ
と
し
て

「郷
土

訪
間
の
旅
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
旭

川
出
身
力
士
の
応
援
や
新
宿
に
あ
る
旭
川

市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
応
援
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
加
入
し

て
い
る
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
主
催

の
親
睦
旅
行
会
や
日
本
ハ
ム
を
応
援
す
る

会
な
ど
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
も
様
々
な
活
動
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
参
加
大
歓
迎
で
す
の
で
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局

ま
で
。

『郷
土
訪
間
の
旅
』
を
実
施

第
２８
回

『郷
土
訪
間
の
旅
』
を
昨
年
６

月
１７
日

（金
）
～
１９
日

（日
）
の
日
程
に

て
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は

「記
念
植
樹
祭
を
実

施
、
自
然
の
景
観
を
堪
能
、
温
泉
で
疲
れ

を
癒
し
、
ゴ
ル
フ
交
歓
会
な
ど
を
通
じ
て
、

旭
川
市
と
の
親
睦
を
深
め
て
、
郷
土
に
感

謝
し
、
応
援
す
る
」
と
し
ま
し
た
。

高
橋
会
長
を
団
長
と
す
る
総
勢
２５
名
の

皆
様
が
参
加
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
天
候
に

は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
多
く
の
思
い

出
作
り
が
で
き
ま
し
た
。
旭
川
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
旭
川
振
興
公
社
の
お

土
産
手
配
を
は
じ
め
旭
川
関
係
者
の
皆
様

の
お
も
て
な
し
に
感
謝
致
し
ま
す
。

旭
川
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ツ
プ
に

協
力

・
参
加

今
年
１
月
２８
日
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
ま
し
た
。

「旭
大
星
」
を
応
援
し
ま
し
よ
う
！

旭
川
市
出
身
の
旭
大
星
が
２
月
５
日
の

「大
相
撲
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
で
初
の
十
両

優
勝
。
地
力
が
つ
い
て

「入
幕
」
が
狙
え

る
十
両
上
位
に
昇
進
。
み
ん
な
で
応
援
し

ま
ド
∪
ょ
つつ
。

▲あさひかわ北彩都ガーデンで

の40周年記念植樹はあいにくの

雨の中、雨合羽を着ての作業とな

りました。ミズナラとシナノキを

旭川駅南側大池プロムナード入

り□付近に植樹しました。

▲今回は過去最低気温-41℃を記録した日本一

さむいまち旭川市と過去最高気温+41℃を記録

した日本一あついまち四万十市との±41℃コラ

ボイベントでした。特設コーナには両市の物産が

数多く並んでいました。

岳7合目へ。下山後当麻へ移

動しレストランで昼食。その

後、当麻鍾乳洞、上野ファー

ムを見学しました。

▲植樹の翌日は天候もやや回復し、ゴルフ組と観光

組に分かれてホテルを出発。第7回懇親ゴルフ会は

旭川関係者との交歓ゴルフコンペとして大雪山カン

トリーグラブで実施。総勢20名 参カロの下、雄大な

コースで大いに親交を深めました。

▲「40年の歩み」の映像編取材を兼ね、

昨年9月場所前に友綱部屋の朝稽古で

旭大星を激励した。以降、8月券、10勝 、8

勝と3場所連続勝ち越し。春場所は十

両西6枚日と上位で迎える。頑張ろう!

▲観光組は□―プウェイで黒
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＊
【予
告
】
本
年
度
（平
成
２９
年
）
第
４‐
回
の
総
会

・
懇
親
会
は
、

１０
月
２８
日
（土
）
午
後
５
時
か
ら
の
予
定
で
ｔ

国
医
鷹
風

設
立
狙
周
年
の
記
念
号
で
す
が
、
開
始
早
々
、
高

熱
で
ダ
ウ
ン
し
た
人
、
仕
事
で
中
々
時
間
が
取
れ
な

か
っ
た
人
な
ど
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
続
出
。
新
米
編
集
長
は

身
も
細
る
思
い
で
し
た
。
し
か
し
全
員
が
力
を
合
わ
せ

困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
無
事
に
発
刊
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
皆
様
に
感
謝
す
る
と
共
に
本
誌
が
皆
様
の
交
流
の

架
け
橋
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
（小
松
）

＊

　

＊

　

＊

今
回
も
編
集
に
あ
た
り
、
ほ
と
ん
ど
お
役
に
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

一
年
間
の
活
動
を
通

し
て
東
京
旭
川
会
の
相
周
年
の
節
目
を
実
感
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
旭
川
を
訪
れ
る
度
に
植
樹
し

た
木
を
見
に
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
誌
を
通
し
旭

川
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
や
東
京
旭
川
会
に
つ
い
て
触

れ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
（東
出
）

＊

　

＊

　

＊

昨
年
、
第
４。
回
総
会
用
に
作
っ
た

「東
京
旭
川
会

４。
年
の
歩
み
」。
そ
の
制
作
熱
意
が
ま
だ
ま
だ
余
熱

と
し
て
残
っ
た
中
で
の
今
回
の

「な
な
か
ま
ど
」
の

編
集
。
余
熱
が
逆
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も
な
っ
た
り
、

励
み
に
も
な
っ
た
り
。
そ
れ
だ
け
故
郷

〃
旭
川
〃
へ

の
熱
量
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
編
集
委

員
の

一
員
と
な
り
毎
日
の
よ
う
に
旭
川
の
情
報
に
触

れ
、
北
海
道
と
の
距
離
を
ま
す
ま
す
感
じ
な
く
な
り

ま
し
た
。
舎
同
島
）

＊

　

＊

　

＊

東
京
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
を
知
り
、
え
っ
、
旭

川
出
身
―
と
驚
き
と
誇
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
地
元
で
頑
張
っ
て
い
る
企
業
を
、
ぜ
ひ
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
ん
ど
ん
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（並
河
）

＊

　

＊

　

＊

東
京
旭
川
会
の
メ
ン
バ
ー
と

一
緒
に
旭
川
永
嶺
高

校
吹
奏
楽
部
の
道
外
初
ラ
イ
プ
を
応
援
に
行
き
ま
し

た
。
高
校
生
チ
ー
ム
を

一
つ
に
ま
と
め
る
顧
間
の
吉

川
先
生
の
指
導
力
、
ラ
イ
プ
を
最
終
的
に
成
功
さ
せ

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
初
の
女
子
柔
道
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
恵
本

裕
子
さ
ん
と
浸
画
家
の
小
林
ま
こ
と
先
生
の
に
こ
や

か
な
取
材
対
応
も
嬉
し
か
っ
た
。
や
は
り
現
場
の
取

材
は
楽
し
い
で
す
ね
。
（朝
比
奈
）
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【ご
来
賓
】

◆
旭
川
市
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
旭
川
市
議
会
副
議
長
…
…
…
…
…

◆
珈
刻
舗
一
治
ヨ議
漸
脚
飴
知

長．
観
光

…

◆
旭
川
市
総
合
政
策
部
長
…
…
…
…

◆
旭
川
市
経
済
観
光
部
長
…
…
…
…

◆
旭
川
市
議
会
事
務
局
次
長
…
…
…

◆
旭
川
商
工
会
議
所
…
…
…
…
…
…

◆
旭
川
市
総
合
政
策
部
主
査
…
…
…

◆
旭
川
市
総
合
政
策
部
秘
書
課
…
…

◆
あ
さ
ひ
か
わ
農
業
協
同
組
合
長
…

◆
紡舗詢勤勧農業協同…………

◆乱舗鏑勝銘黙と会
……………

西
川

　

将
人

様

小
松
　
あ
き
ら

様

山
下

　

裕
久

様

◆
閉
サ
サ
キ
エ
芸
取
締
役

◆爆刻
つなジュ刊ド
ック

◆
特
別
参
加
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
和
風
旅
館
扇
松
園
代
表
取
締
役
…

◆
閉
オ
ー
シ
ヤ
ン
代
表
取
締
役
社
長

◆伊訂Ｍ網掛梅諏卜閉…………

◆
演
奏
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

高 岩 白岸 山近 酒佐 赤
橋 崎 鳥 山本 澤丼藤 岡

昌
弘

様

幸
輝

様

睦
元

様

尚
明

様

剛

様

貴
祐

様

隆
志

様

康
郎

様

守

様

栗
原

　

　

史

様

八
木
澤
　
和
夫

様

佐
々
木
ひ
と
み

様

小
山

　

絹
代

様

ナ
タ
ー
シ
ヤ
・ス
タ
ル
ヒ
ン
建体

高
橋

　

仁
美

様

井
上

　

雅
之

様

員
柄

　

泰
利

様

三
好
の
ぶ
ち
か

様

【出
席
者
】÷
は
旭
川
観
光
大
使
の
方
で
す
。
（敬
称
略
）

あ

一
相
場
　
啓
吏

一
浅
黄
谷
　
剛
寛

一
朝
妻
　
久
実
〓

一
朝
比
奈
　
康
博
〓

一
荒
川

　

繁

い

一
板
岡
　
功
雄

一　
編
螢
層
　
　
禾
同

¨
市
川
　
洋
子

一
伊
塚
　
　
清

一
伊
藤
　
一示
子

一
今
丼
　
昭
吉

一
今
津
　
　
寛

一
岩
渕
　
勝
美

つヽ

一
上
田
　
皓

一

一
潮
　
　
洋
平

一
浦
城
　
幾
世
〓

一
浦
木
　
　
勲

え

一
海
老
澤
　
美
智
子

一　
注遼
藤
　
　
　
折
口

お

一
大
岡
　
ノ
リ
コ

一
大
城
　
一即
子

一
大
友
　
勝
美

一
大
西
　
幸
男

一
大
場
　
孝
仁

一
大
村
　
周
平

一
岡
　
　
由
佳

一
岡
崎
　
友
典
〓

一
岡
村
　
一浮
子

¨
奥
山
　
好
美

一
尾
崎
　
千
恵
子

一
小
柳
　
弘
子

一
折
登
　
紀
昭

か

一
柿
坂
　
沙
庸
理

一
片
桐
　
紀
恵

一
加
藤
　
桂
子

一
加
藤
　
文
哉

　

．

一
金
子
　
　
登

一
菅
一場

　

基

一
河
野
　
征
司

き

一
菊
地
　
勝
昭

一
菊
地
　
日日
男

¨
菊
地
　
淑
子

一
木
善
　
秀
夫

一
木
島
　
英
人

く

一
工
藤
　
琢
哉

一
窪
田
　
敬
昭

フ」
一
小
澤
　
直
子

¨
小
林
　
信
雄

一
小
林
　
良
正

一
小
松
　
仁
志

一
金
　
み
の
リ

一
今
野
　
勝
信

一
今
野
　
浩
明

一
近
野
　
光
佑

さ

¨
齋
藤
　
弘
明

一
佐
藤
　
幸
博

一
澤
田
　
研
二

し

一
重
國
　
麻
也
子

一
島
田
　
一暴
明

一
白
倉
　
伸
也

す

一
杉
本
　
一
美

一
杉
本
　
隆
利

一
鈴
木
　
啓
正

せ

一
瀬
川
　
信
幸

そ

一
由不
万
　
　
裕
〓

た

一
高
丼

｛昌
美
枝

一
高
木
　
宏
明

一
高
島
　
芳
美

一
高
橋
　
健
介

一　
高
橋
　
照
美
〓

一
高
橋
　
文
子

一
滝
沢
　
彙早
子

一　
田
中
　
誠
治

一　
田
中
　
ひ
と
み

一　
田
中
　
松
美

一　
丹
保
　
冬
司
夫

つ

¨
土
田
　
折
口郎

一
綱
島
　
正
寛

て

一
寺
島
　
一詈
久
男

な

一
内
藤
　
ひ
ろ
み

一
中
川
　
哲
雄

一
中
島
　
茂
喜

一
中
西
　
恵
久
子

一
中
野
　
　
年

一
中
村
　
　
園

一
梨
木
　
滝
也

一　
那
須
　
利
雄

一
並
河
　
典
子

に

一　
西
　
　
俊
輔

一　
西
川
　
肇
史

一　
西
野
　
　
彰

一　
西
谷
内
　
力
世
〓

の

一　
野
作
　
雅
章

は

一　
長
谷
川
　
明
子

一
畠
山
　
博
文

一
浜
崎
　
泰
子

一
林

　

秀

一

　̈
原
　
　
公
朗

一　
原
　
　
卓
徳

一　
原
田
　
　
寛

ひ

一　
日
置
　
守

一

一　
廣
野
　
豊貝
之

小ヽ
一　
福
田
　
一浮
一

一　
藤
井
　
邦
夫
〓

一　
藤
田
　
弘
子

一　
船
橋
　
邦
子
÷

一　
船
山
　
一暑
美
子

一　
古
澤
　
正
夫

ほ

一　
堀
田
　
康
雄

ま

　̈
真
木
　
博

一

一　
松
倉
　
一
行

一　
松
島
　
　
蔦

一　
松
田
　
広
昭

一　
松
原
　
　
愛
〓

み

一　
水
口
　
國
雄

一　
三
井
　
尚
美

一　
三
井
　
靖
広

一　
宮
川
　
秀
史

一　
宮
澤
　
篤
司
÷

一　
宮
下
　
将
和

も

一　
森
　
由
美
子

一　
森
田
　
耕
喜

一　
森
畑
　

副^
布
子

や

一　
安
井
　
規
雄

一　
柳
本
　
　
正

一　
山
川
　
　
智

一　
山
口
　
哲
男

一　
山
崎
　
浩
之

一　
山
崎
　
正
之

　̈
山
崎
　
摩
耶

一　
山
田
　
大
生

一　
山
原
　
正
博

　̈
山
本
　
晃
史

ゆ

一　
湯
川
　
寛
志

よ

一　
士
口
田
　
達
郎

一　
米
陀
　
徳
光

東
京
旭
川
会
創
立
４０
周
年
記
念
総
会
“懇
親
会

出
席
者
一覧
盆
十
立日順

【ご
協
賛

・
ご
協
力
御
礼
】
（順
不
同
）

旭
川
市

旭
川
市
議
会

旭
川
商
工
会
議
所

当
麻
町

（
一
社
）
旭
川
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

閉
旭
川
振
興
公
社

（
一
社
）
旭
川
物
産
協
会

旭
川
空
港
ビ
ル
閉

閉
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ｄ
Ｏ

閉
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ア
イ
タ
ー
ズ

ハ
イ
ア
ツ
ト
リ
ー
ジ
エ
ン
シ
ー
東
京

閉
ム
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ツ
ク

優
佳
良
織
工
芸
館

閉
サ
サ
キ
エ
芸

男
山
閉

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
閉

大
雪
地
ビ
ー
ル
閉

閉
明
治

閉

一
印
旭
川
魚
卸
売
市
場

今
野
醸
造
閉

閉
大
金

閉
東
京
キ
ョ
ク
イ
チ

閉
福
居
製
餡
所

閉
藤
井

藤
原
製
麺
閉

北
海
製
麺
閉

閉
米
谷
産
業

閉
旭
川
食
品

同
エ
チ
ュ
ー
ド
洋
菓
子
店

閉
オ
ー
シ
ヤ
ン

三
葉
製
菓
閉

閉
ス
ノ
ー
ク
リ
ス
タ
ル
北
海
道

閉
煎
菓
亭
　
鈴
木
製
菓

高
橋
製
菓
閉

閉
壺
屋
総
本
店

閉
ロ
バ
菓
子
司

お
友
達
、
お
知
り
合
い
で

「東

京
旭
川
会
」
に
関
心
の
あ
る
方
が

い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
ら
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
報

「な
な
か
ま
ど
」
と
入
会
の
ご
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
。

新
規
会
員
を
募
集
中
！

（平
成
２８
年
１２
月
１
日
現
在
）

加
藤
　
桂
子

小
松
　
仁
志

荒
川

　

繁

大
場
　
孝
仁

並
河
　
典
子

海
老
澤
　
美
智
子

山
崎
　
正
之

高
木
　
宏
明

三
井
　
尚
美

山
口
　
哲
男

山
原
　
正
博

野
作
　
雅
章

奥
山
　
好
美

木
島
　
英
人

佐
藤
　
幸
博

澤
田
　
研
二

杉
本
　
一
美

高
島
　
芳
美

東
出
　
康
宏

宮
川
　
秀
史

山
川
　
　
智

樋
口
　
　

厳̈

米
陀
　
徳
光

安
井
　
規
雄

原
　
　
公
朗

高
橋
　
照
美

朝
比
奈
　
康
博

西
谷
内
　
力
世


